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高橋市長（左）と高野首都圏支社長（右）が
協定書を交わした　　　　　　　　　　

つ
く
ば
み
ら
い
市
（
小
田
川

浩
市
長
）
は
９
日
、
地
域
資
源

活
用
推
進
協
会
（
大
石
秀
一
代

表
理
事
）、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ス
マ
ー
ト

エ
ナ
ジ
ー
（
河
原
武
志
代
表
取

締
役
社
長
）
と
「
脱
炭
素
に
よ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締

結
し
た
。
締
結
式
で
は
大
石
代

表
理
事
、
河
原
代
表
取
締
役
社

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
小
田
川

市
長
と
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

た
。
今
後
は
３
者
が
協
定
に
基

づ
き
、
連
携
・
協
働
し
て
脱
炭

素
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

本
協
定
に
お
け
る
連
携
事
項

が
①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
②
地
域
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
強
化
③
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
の
創

出
④
学
校
に
お
け
る
環
境
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
等
を
通
じ
た
啓

発
活
動
⑤
市
の
魅
力
等
の
情
報

発
信
⑥
そ
の
他
、
本
協
定
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み

－

と
な
る
。

地
域
資
源
活
用
推
進
協
会
は

地
域
資
源
の
利
活
用
に
向
け
た

官
民
連
携
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
や
居
住
支
援
事

業
、
空
き
家
対
策
事
業
な
ど
。

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

子
会
社
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ス
マ
ー

長
は
「
弊
社
が
保
有
す
る
多

種
多
様
な
資
機
材
を
活
用
し

て
、
災
害
時
に
住
民
生
活
の
安

定
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
高
橋
市
長
は
「
避
難
所

に
仮
設
ト
イ
レ
や
発
電
機
、
空

調
な
ど
を
迅
速
に
設
置
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
。
協
定

締
結
を
大
変
心
強
く
感
じ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ

（
内
野
一
尋
代
表
取
締
役
社
長
）

と
守
谷
市
（
松
丸
修
久
市
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
業
務
の
応
援
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

協
定
書
調
印
式
で
は
ヴ
ェ
オ

リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
関
東
支
店

の
篠
原
信
成
支
店
長
が
市
役
所

を
訪
れ
、
松
丸
市
長
と
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
た
。
同
社
で
は

本
年
度
よ
り
、
市
上
下
水
道
料

金
の
徴
収
業
務
を
担
当
し
て
い

る
。応

援
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

は
①
広
報
活
動
（
広
報
車
で
の

作
業
補
助
）
②
電
話
お
よ
び
窓

口
対
応
③
応
急
給
水
活
動
（
給

水
作
業
の
補
助
、
同
社
が
保
有

す
る
給
水
車
派
遣
）
④
応
急
開

閉
作
業
（
宅
内
漏
水
箇
所
の
止

水
栓
の
開
閉
）
⑤
そ
の
他
、
市

が
特
に
必
要
と

判
断
し
た
事

項
（
漏
水
調
査

チ
ー
ム
の
派
遣

等
）

－

な
ど
と

な
る
。

本
協
定
は
、

災
害
発
生
時
に

上
下
水
道
事
業

運
営
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ

う
、
市
の
要
請

に
基
づ
き
同
社

が
実
施
す
る
応

援
業
務
に
関
す

る
必
要
事
項
を

定
め
る
も
の
。

水
戸
市
（
高
橋
靖
市
長
）
は

７
日
、
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
を

手
掛
け
る
ア
ク
テ
ィ
オ
（
中
央

区
、
小
沼
直
人
代
表
取
締
役
）

と
「
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ

ル
機
材
の
提
供
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
市
役
所
で

行
わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
高
橋

市
長
と
上
席
執
行
役
員
の
高
野

博
勝
首
都
圏
支
社
長
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
た
。
協
定
締
結

に
よ
り
、
災
害
時
に
レ
ン
タ
ル

資
機
材
を
活
用
し
、
避
難
所
の

生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

協
定
の
対
象
と
な
る
レ
ン
タ

ル
資
機
材
は
、
重
機
や
水
中
ポ

ン
プ
お
よ
び
関
連
品
、
発
電

機
、
照
明
機
器
、
仮
設
ト
イ
レ

お
よ
び
車
載
ト
イ
レ
、
暖
房
器

具
、
冷
房
器
具
、
空
気
清
浄
機

の
ほ
か
、
同
社
が
供
給
可
能
な

も
の
と
な
る
。

締
結
式
で
高
野
首
都
圏
支
社

ト
エ
ナ
ジ
ー

は
、
営
農
型
太

陽
光
発
電
事
業

へ
の
出
資
に
よ

る
地
域
共
生
型

事
業
の
推
進

や
、
廃
校
を
活

用
し
た
地
域
活

性
化
事
業
の
推

進
な
ど
を
全
国

で
実
施
し
て
い

る
。協

定
締
結
に

際
し
、
小
田
川

市
長
は
「
脱
炭

素
へ
の
取
り
組

み
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
し
、
連
携
を
図
っ
て
い

く
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
、
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

左から大石代表理事、小田川市長、河原代表取締役社長

松丸市長（左）と篠原支店長（右）

災
害
時
協
定
結
ぶ

水
戸
市
と
ア
ク
テ
ィ
オ

SBIと脱炭素協定
つくばみらい市

守谷市と災害時応援協定
ヴェオリア・ジェネッツ

養
蚕
橋
は
、
小
貝
川
を
渡
河

し
、
現
橋
下
流
側
の
筑
西
市
蕨

〜
徳
持
間
に
架
設
さ
れ
る
。
建

設
か
ら
60
年
が
経
過
し
た
旧
橋

の
耐
震
化
お
よ
び
老
朽
化
対
策

と
し
て
架
け
替
え
を
進
め
て
い

た
。新

橋
は
鋼
４
径
間
連
続
少
数

鈑
桁
橋
、
橋
長
１
７
４
ｍ
、
幅

員
14
ｍ
。
下
部
工
は
Ａ
１
〜
２

が
逆
Ｔ
型
、
Ｐ
１
〜
３
が
Ｔ

型
。
前
後
の
取
付
道
路
を
含
め

た
全
体
事
業
延
長
は
約
５
５
０

ｍ
。２

０
１
３
年
度
か
ら
測
量
・

設
計
に
着
手
し
、
17
年
に
着

工
。
23
年
７
月
に
は
上
部
工
が

完
成
し
、
こ
の
ほ
ど
供
用
を
開

始
し
た
。

同
橋
を
含
む
事
業
区
間
が
開

通
し
た
こ
と
で
、
災
害
時
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と
道

路
利
用
者
の
安
心
安
全
の
向
上

お
よ
び
地
域
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
。
ま
た
、
県
道
の
一
部
が

小
貝
川
の
河
道
を
阻
害
す
る
状

況
も
、
架
け
替
え
事
業
に
よ
り

解
消
さ
れ
、
治
水
安
全
度
が
向

上
し
た
。

須
藤
茂
市
長
は
、「
筑
西
市

の
街
中
か
ら
つ
く
ば
市
ま
で
の

主
要
道
路
、
あ
る
い
は
災
害
時

の
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
喜
ば
し
い
一
日

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と
喜

び
を
語
る
。

来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
水
柿

一
俊
県
議
会
議
員
は
、「
橋
が

で
き
た
こ
と
で
、
小
貝
川
が
氾

濫
す
る
恐
れ
が
減
少
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
安
心
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
健
や

か
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
祈

念
す
る
」
と
し
、
設
楽
詠
美
子

県
議
会
議
員
は
、「
つ
く
ば
市

か
ら
多
く
の
人
が
筑
西
市
に
訪

れ
、
交
流
が
増
え
て
い
く
よ
う

力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
た

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

新橋梁の全景

開通祝いテープカット

交通安全を願ってお清め市民らも記念撮影 パトカーを先頭に通り初め

開
通
祝
い
安
全
祈
願
式
を
挙
行

須藤筑西市長

水柿県議会議員

設楽県議会議員

主要地方道主要地方道
筑西つくば線養蚕橋の 筑西つくば線養蚕橋の
供用を心よりお祝い 供用を心よりお祝い
申し上げます申し上げます

主
要
地
方
道
筑
西
つ
く
ば
線
の
小
貝
川
に
架
か
る
養
蚕
橋

が
３
月
27
日
に
供
用
を
開
始
し
た
。
同
日
に
は
、
安
全
祈
願

式
が
執
り
行
わ
れ
、
事
業
の
完
了
を
祝
う
と
と
も
に
交
通
安

全
を
祈
っ
た
。
羽
黒
神
社
の
水
で
お
清
め
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
ほ
か
、
通
り
初
め
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
沿
道
の
市
民
か

ら
は
「
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
問
題
と
な
る
中
、
新
し
く
橋

が
作
ら
れ
た
こ
と
で
安
心
す
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

養蚕橋養蚕橋が供用開始供用開始主要地方道主要地方道 養養
よ う さ ん は しよ う さ ん は し

蚕橋蚕橋がが供用開始供用開始筑西つくば線筑西つくば線


